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リアプノフ法・非線形システム・安定性

現実の多くの工学システムが非線形システムであることから、安定論の立場からいかに非線形性
を克服していくかが重要である。リアプノフ法はシステムの漸近安定領域まで言及できるという点
で有効であり、解析の糸口となるリアプノフ関数の構成法について研究を行う

理論的な基礎研究なので産業界等との共同研究や応用などは現段階では難しいが、将来はバネ
の結合による機械システムやロボット、人工衛星などの工学システムの監視・制御技術に役立つも
のと思われる。
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